
樹
上
で
完
熟
し
て
か
ら
収
穫
す
る
り
ん
ご

　

佐
久
穂
町
は
、
長
野
県
中
東

部
に
位
置
し
西
に
八
ヶ
岳
、
北

に
浅
間
山
、
千
曲
川
流
域
の
標

高
６
０
０
〜
７
０
０
ｍ
の
準
高

冷
地
に
あ
り
ま
す
。
標
高
が
高
い

た
め
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
、

り
ん
ご
の
実
が
引
き
締
ま
り
糖

度
が
の
り
ま
す
。

　

佐
久
の
り
ん
ご
は
、
農
薬
を

慣
行
栽
培
の
３
分
の
１
以
下
に

抑
え
、
除
草
剤
を
一
切
使
わ
ず

に
栽
培
し
て
い
ま
す
。
全
て
の

品
種
の
り
ん
ご
を
無
袋
で
栽
培
。

〝
有
袋
〞
と
は
違
う
自
然
な
栽
培

方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　

無
袋
と
は
日
ヤ
ケ
に
よ
る
着

色
や
、
早
い
時
期
の
葉
摘
み
に

よ
る
着
色
を
せ
ず
、
木
の
上
で

自
然
に
色
づ
き
完
熟
し
て
か
ら

収
穫
す
る
方
法
。
果
実
に
袋
か
け

を
せ
ず
、
十
分
な
光
合
成
の
働

き
で
、
甘
味
も
栄
養
分
も
十
分
な

り
ん
ご
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

太
陽
の
光
が
頼
り
な
の
で
、
着
色

の
調
整
が
難
し
く
、
日
照
に
よ
っ

て
左
右
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

り
ん
ご
は
採
り
立
て
が
一
番

お
い
し
い
の
で
す
が
、
０
℃
〜

３
℃
で
保
存
す
る
と
風
味
が
長

視察日：2011 年 8月 11日　　
　　　　　　

所在地：長野県南佐久郡佐久
穂町大字海瀬

設立年月日：1981 年　　　　
　　　　　　 

生産者数：3名　　　　　　　
　　　　　　

主な取扱品目

サンつがる・紅玉・サンジョ

ナゴールド・シナノスイー

ト・王林・サンふじ　　　　

雨が降ると、このように身割れします。天候に
左右される作物です。

果実に袋をかけず、樹上で自然に色づいて完熟
させてから収穫します。

佐久りんご産直組合

りんごプルーン

持
ち
し
ま
す
。
サ
ン
つ
が
る
、
秋

映
な
ど
の
中
生
種
は
冷
蔵
庫
に

入
れ
、
ふ
じ
・
王
林
な
ど
の
晩
生

種
は
入
れ
な
く
て
も
良
い
の
だ

と
か
。

　

一
方
、
り
ん
ご
以
外
の
主
な

取
扱
品
目
で
あ
る
プ
ル
ー
ン
は
、

雨
が
当
た
る
と
実
が
割
れ
て
し

ま
う
の
で
収
穫
の
一
ヵ
月
前
か

ら
の
雨
除
け
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

プ
ル
ー
ン
に
も
、
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が

あ
り
ま
す
。

　

プ
ル
ー
ン
は
完
熟
す
る
と
日

持
ち
が
悪
く
な
る
の
で
す
が
、
本

物
の
美
味
し
さ
を
世
に
出
し
た

い
、
と
敢
え
て
完
熟
に
こ
だ
わ

り
、
手
間
を
惜
し
ま
ず
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

参加理事の感想参加理事の感想
生産者より

コープしがのみなさんへ
生産者より

コープしがのみなさんへ

りんごの栽培方法
有袋…袋かけによって皮膚
の薄い日陰りんごを育て、
収穫直前に反射板を敷いて
袋を外し、急激に日光に当
てることで日ヤケ＝着色さ
せて早採りする方法。

プルーンの産地
プルーンは雨により裂果が
起こりやすいため、比較的
雨の少ない長野県が日本の
生産量のおよそ 6割を占め
ています。

レタスと鉄の包丁
レタスは鉄の包丁で切
ると、酵素の働きで変
色したり苦味が出る原
因になります。洗って
から手でちぎって使い
ましょう！

春キャベツと冬キャベツ
春キャベツは巻きがふっくらし
ていて頭がとがっていないも
の、冬キャベツは、濃い緑色で
巻きが固く、ずっしり重みがあ
り、ツヤのあるものを選びま
しょう。

一口メモ

一口メモ

一口メモ

ひ
と
つ
ひ
と
つ
収
穫
す
る
丁
寧
な
作
業

　

佐
久
市
は
、
長
野
県
中
東
部
に

位
置
し
西
に
八
ヶ
岳
、
北
に
浅
間

山
、
千
曲
川
流
域
の
標
高
６
０
０

〜
７
０
０
ｍ
の
準
高
冷
地
に
あ

り
ま
す
。
標
高
が
高
い
た
め
昼
夜

の
寒
暖
差
が
大
き
く
、
野
菜
や
果

実
が
引
き
締
ま
り
、
糖
度
が
の
っ

た
甘
く
て
美
味
し
い
も
の
が
採

れ
ま
す
。

　

主
な
生
産
物
で
あ
る
レ
タ
ス
・

キ
ャ
ベ
ツ
は
、
同
じ
時
期
に
植
え

て
も
集
中
豪
雨
な
ど
の
影
響
で

玉
の
成
長
が
ひ
と
つ
ひ
と
つ
バ

ラ
バ
ラ
で
す
。
そ
の
た
め
、
収
穫

は
機
械
で
は
な
く
、
手
で
ひ
と

つ
ひ
と
つ
確
か
め
な
が
ら
拾
い

取
り
を
し
て
い
ま
す
。
作
業
は
、

な
か
な
か
の
重
労
働
で
手
間
も

時
間
も
か
か
り
ま
す
が
、
品
質
の

良
い
作
物
を
出
荷
す
る
た
め
に

丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
野
菜
を
食
べ
て

も
ら
う
た
め
、
農
薬
の
使
用
は
最

小
限
に
し
て
い
ま
す
。

　

真
冬
の
果
樹
（
プ
ル
ー
ン
）

の
剪
定
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

8
℃
に
も
な
り
凍
え
ま
す
が
、

来
年
の
収
穫
に
向
け
た
大
事
な

作
業
で
す
。

視察日：2011 年 8月 11日　
　　　　

所在地：長野県佐久市三河
田　　　

設立年月日：1996 年 6月 　
　　　　 

生産者数：16名　　　　　　
　　　　

主な取扱品目

レタス・キャベツ・

ミニ白菜・佐久の殿

様ねぎ・プルーン　

これから完熟まで木の上でじっくりと育てられ
ます。

青々としたレタスが畑いっぱいに広がっていま
した。

しっかり身が詰まっているか、ひとつひとつ手
で確認してから収穫します。

農事組合法人ふるさと信州

キャベツ

　

果
物
は
台
風
な
ど
で
全
滅
す

る
と
や
り
直
し
は
き
か
ず
、
そ
の

年
の
収
穫
は
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
木
々
の
手
入
れ
は
来

年
の
収
穫
の
た
め
変
わ
ら
ず
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

自
然
と
深
く
関
わ
り
、
植
物
と

い
う
命
と
関
わ
る
農
業
の
厳
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
生

産
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
私
た

ち
は
毎
年
、
美
味
し
い
果
物
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
、

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

プルーン レタス

農薬を減らし、除草剤も撒かず、化学肥
料を使わず安全安心な果物をお届けする
ことをモットーにしています。安心して
召し上がってください。

農作物の生産は気候との戦いで、毎日畑に通って、
作物の様子を見て真面目に取り組むことをモッ
トーにしています。農薬を減らし、安全な作物を
作るため誠意をもって取り組んでいます。

畑で話してくださる生産者の笑顔
は素敵で自信にあふれています。

失

敗談も笑って話してくれますが、
その苦労は大変だと感じました。

消

費者は家計を切り詰める時、果物
は真っ先に購入しない対象になる

が、

美味しい果物は心の栄養にもなる
と思いました。いろんな食べ方で

果

物を楽しみたいです。特に完熟木
生りプルーンの味は格別でした。

真夏の日中、畑でキャベツ、レタ
スを収穫する生産者の方にお

話を聞きました。その場で食した
レタスのみずみずしさ、甘さ、

“取り立てが一番おいしい”を実
感しました。「家族が食べる物

に農薬なんて撒かない、それを出
荷してるだけ」の言葉を聞き、

感謝でいっぱいでした。

桜井さん中島さん親子平嶋さん生産者の六川さん
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